
地域の暮らしを、
医療で支える。

地域医療支援病院として

この街の医療を考える。

www.ito-shimin-hp.jp

連 絡 先
開 設 者
管理運営
病 床 数

病院概要

伊東市民病院
〒414-0055 静岡県伊東市岡196番地の1

Tel. 0557-37-2626　Fax. 0557-35-0631
伊東市
公益社団法人 地域医療振興協会
250床（一般194床／集中治療室（HCU）14床／回復期42床）

交通のご案内

公共交通機関でお越しの場合
●JR伊東線　伊東駅下車
　東海バス（市民病院行、修善寺駅行、観光荘下行）にて約10分、「市民病院」下車
●伊豆急行線　南伊東駅下車　徒歩7分

車でお越しの場合
●県道伊東修善寺線「広野1丁目交差点」を冷川峠方面へ約300m

広野一丁目

岡交番

伊東郵便局
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地域の暮らしを、
医療で支える。

この地域の中核病院として、

街が抱える課題と向き合う。

高度な医療を提供するために、

切れ目ない医療を提供するために。

地域の医療機関や介護福祉施設などと

緊密に連携を図り、

地域医療構想を実現する。

すべては、市民の暮らしのために。

未来のために、いま動く。



地域医療連携で、
質の高い医療を提供する。

患者さま

伊東市民病院

専門的な医療の提供

紹介
一次医療分野の
初期救急支援

逆紹介 救急医療の
実施

在宅医療の
支援

在宅医療の
支援・機能分担

より身近な医療の提供 介護サービスの提供

地域の
医療機関

介護・福祉
施設

病診連携など地域包括ケアシステムや

地域医療連携を行っており、

当病院と地域の医療機関をつなぐことで、

患者さまが求める質の高い地域完結型医療を提供しています。
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地域医療
連携



救急処置室 ヘリポートハイケアユニット

幅広い治療に対応する高度医療機器と検査体制

MRIを効果的に使用し、
さまざまな検査に対応。

低被ばく・高速撮影によって
患者さまの負担を軽減するCT検査。

心臓カテーテル検査・治療、臓器治療や
脳血管撮影に対応するアンギオ室。

細胞検査士と臨床検査技師による
検査体制とともに

病理専門医による診断を実施。

静岡県から、熱海・伊東医療圏域における
災害拠点病院の指定を受けているほか、

災害派遣医療チーム（DMAT）を設置しています。
また、大規模災害時などに備え、ヘリポートの活用準備、防災倉庫の設置、

医薬品や食事などを備蓄しています。

災害時も揺るぎない初期救急医療を提供する
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24時間365日、
地域の急性期医療を担う。

24時間365日受け入れ可能な救急体制を構築。

地域の二次救急医療を担う中核病院として、集中治療室（HCU）や救急処置室、

ヘリポートを整備し、高度な救急医療を提供しています。
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高度
救急医療
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在宅医療
後方支援

伊東市民病院

高度急性期機能の対応力の

向上・回復期の医療提供

［無料低額診療事業］
生計困難者が経済的な理由によって必要な医療を受ける機会を制限されることのないよう、無料または低額な料金で診療を行う事業です。

社会福祉法第2条第3項第9号の規定に基づいて導入しています。対象や減免の範囲は、地域医療連携室にお尋ねください。

保健・医療・福祉の
総合的なサービス

回復期・慢性期の

医療提供

地域の
医療機関

認知症疾患医療センター 入退院支援室地域医療連携室
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住み慣れた地域で、
自分らしく暮らし続けるために。

在宅医療後方支援病院として医療サービスが必要な方や、そのご家族をサポートしています。

さまざまな検査や診断を行い、地域の医療機関や地域包括支援センター、

介護福祉施設、行政と連携しながら、在宅医療へ戻れるよう支援します。
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地域のニーズに応える、
万全の医療体制。

当病院は、地域が求めるニーズにきめ細かく対応するため、

専門チームや医療機器を備えたセンター・診療科を設置しています。

さまざまな疾患に対し、より高度で専門的な医療を提供します。

1日に10名前後の患者さまの治療と、人間ドック・健診を行っています。

内視鏡センターでは、上部内視鏡（経口・経鼻・超音波）や下部内視鏡ができ、

検査だけでなく手術も行っています。

内視鏡センター

産科では伊東市並びに東伊豆地域の周産期救急医療を24時間体制で行っています。

助産師外来や自然分娩を尊重しているほか、婦人科では良性疾患・悪性疾患の診断・

手術・外来化学療法・治療後のフォローアップや緩和ケアを行っています。

周産期医療

04

医療体制
・

診療科



回復期リハビリテーション病棟・リハビリテーション室

脳出血や脳梗塞などの脳血管疾患や、大腿骨骨折の術後をはじめ、さまざま
な外科手術をした方が入院しています。心身機能の回復や、生活動作などの
基本的活動の能力向上と在宅復帰を目指し、365日体制でリハビリテーション
を提供しています。

発症早期から急性期リハビリテーション、地域生活を目指した回復期リハビリ
テーション、退院後の生活期における訪問リハビリテーションまで幅広い
病期に対応しています。

回復期リハビリテーション病棟 リハビリテーション室

地域のさまざまなフィールドで活躍できる医師を育成するため、スキルトレー
ニングをはじめ、個別フィードバックなど充実した研修プログラムによって
日々、技能・知識の研鑽を積んでいます。

患者さまに満足していただける看護の提供を目指し、さまざまな研修プログラム
で実践的なトレーニングを重ねています。

臨床研修センター 看護部

ドック・健診センター

乳腺エコーや高性能CT機器などを使い、医療のプロフェッショナルが健康
管理をサポートします。異常が見つかった場合は、地域の医療機関や院内各
診療科と連携を行っています。

シミュレーションセンター

高機能シミュレーターを使い、さまざまな検査や分娩などを忠実に再現。伊豆
地域唯一のシミュレーションセンターとして、より実践に近い状態で学べる
環境が整っています。

IPE（多職種間連携教育）・臨床研修センター・看護部
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医師 看護師

リーダー
指導能力

専門職としての
能力向上

教育・リサーチ

多職種の専門性を理解し、学び合う

マネジメント能力
病棟／外来／運営
患者／家族／地域

相互に連携したリーダーシップ

チーム機能の理解

厚
生
労
働
省
初
期
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床
研
修

専門職としての
能力向上
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」に
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伊東はもちろん日本中どこでも、「その患者さまにとってのホーム」で安心して医療を受けられるのが地域医療の理念です。どの専門分野に進んでも、背骨として
ブレない「医の基本」をしっかりと習得すべく、傾聴・身体診察・最新最善のエビデンスに基づく検査/治療（必要に応じて三次救急医療機関への搬送）・緩和ケア
まで、医の倫理を日々実践しながら研鑽を積んでいます。
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専門性の高い医療を提供する診療体制
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内視鏡検査・手術の他、インターフェロン療法、
肝動脈塞栓術（TAE）、化学療法などを行って
います。現在、特に力を入れているのは消化器癌
の早期診断・内視鏡治療、および肝炎・肝癌の
治療で、実績を重ねています。

内科(内分泌・代謝内科) 小児科 消化器内科

内科領域全般ですが、専門性の高い消化器内科
と循環器内科は独立しています。気管支鏡による
診断や、在宅酸素療法などの診療も行っていま
す。また脳外科、およびリハビリテーション科と
連携して脳血管障害の診療にもあたります。

小児領域を提供しています。専門外来では、
アレルギー、循環器、神経、夜尿、便秘の相談を
受けています。また、精神発達の遅れ、登校が
困難になったお子さまのお手伝いもしています。
高度な専門性を必要とする場合は、他施設との
連携も行っています。

通常の診察に加え、MRI、ヘリカルCT、血管造影、
骨密度測定器（DEXA）、神経伝道速度測定器、
リハビリテーション室を備えています。人工関節
置換術、腱板縫合術以外にも手術が必要な患者
さまに対して入院治療を行っています。

外科 循環器内科 整形外科（リハビリテーション科）

患者さまとの対話を重視しています。開腹・腹腔
鏡手術、化学療法の他、がんリハビリテーション
や栄養指導、服薬指導、抗癌剤の副作用対策、
緩和ケアなど様々な専門職によるチーム医療を
実践しています。

心エコー検査、冠動脈CT、冠動脈造影、緊急的
ペースメーカー挿入術などを行っています。高度
医療機器による迅速な診断、緊急性が高い場合
の屋上からのドクターヘリ搬送、近隣の循環器科
のある三次病院との連携体制などが整備されて
います。

脳血管障害（くも膜下出血、脳出血、脳梗塞
など）・頭部外傷（脳挫傷、急性硬膜外血腫、急性
硬膜下血腫など）・脳腫瘍（脳原発腫瘍、転移
性脳腫瘍、骨腫瘍）・脳膿瘍・水頭症、感染症、
その他などに対応しています。

精神科（心療内科） 形成外科 脳神経外科

生きづらさの問題解決に向きあいます。認知行動
療法などを中心に薬剤を使用しない心理社会
的アプローチで対応することを主眼としています。

「先天的な奇形」「けが、やけど、床ずれ、などの
傷」「皮膚や皮下の腫瘍」「きず跡やケロイド」
「けがや術後の機能や形の再建」「美容外科」
などを扱っています。しみ、あざ治療が可能なQ
スイッチルビーレーザー治療も行っています。

放射線科では日本医学放射線学会の診断専門
医の常勤医による、CT、MRIの画像診断を主に
行っており、診療放射線技師と協力して各疾患
に最適な画像を提供できるよう努めています。

耳鼻いんこう科 皮膚科 放射線科

耳・鼻・咽喉頭・頭頚部腫瘍・頭頚部外傷など
多岐にわたる診療をおこなっています。外来では
内科的な治療が中心で、アレルギー性鼻炎に対
するレーザー焼灼術、滲出性中耳炎に対する
鼓膜チューブ留置術も行っています。病院と診療
所の病診連携を大切にしています。

皮膚に関わる疾患全般を診ています。疾患に
よって他科に関連していれば連携して各科へ紹介
を行っています。アレルギー検査や皮膚生検に
て診断確定した上で、治療方針を決めています。

安全、安心、安楽をモットーに、周産期救急医療
を24時間体制で行っています。お産に携わる
助産師による助産師外来も行っています。悪性
疾患の治療を静岡がんセンターと連携して行って
います。不妊治療や思春期外来もおこなってい
ます。

泌尿器科 麻酔科 産婦人科

一般的な泌尿器科疾患全般を対象としています。
「前立腺癌」は増加しており、早期発見のための
受診もお薦めしています。治療法を患者さまとよく
相談し適用しています。一般的な開腹手術以外
にも、内視鏡的手術（TUR-P・TUR-Bt・TUL）
も行っています。

手術室にて麻酔・全身管理を行っています。各種
麻酔の組み合わせでストレスの少ない全身管理・
麻酔を実践しています。ペインクリニック外来では
痛み疾患全般を治療し、神経ブロックを用いた
治療を得意としており、限りなく痛みの少ない
神経ブロックの方法を採用しています。

診断・治療困難例、高齢者の多臓器・全身管理、
薬剤過多からの離脱など、総合的な診療をはじめ、
訪問診療患者の一時入院で、患者・家族の在宅
生活のサポートも行っています。総合診療科専門
研修プログラム基幹病院として、全人的ケアの
できる医師を養成し、地域包括ケアを支えています。

救急科 眼科 総合診療科

中核急性期病院として、24時間365日救急患者
を受け入れてます。年間約4000台の救急車と約
8000人の救急患者を受け入れています。災害に
備え、災害に強い救急体制を構築します。いつ
いかなるときも安全で安心な救急医療を提供する
ことで地域の皆さんに貢献します。

高齢で通院困難、認知症で全身麻酔が必要、
重症な全身疾患を抱えている患者さまなどの白内
障手術を行っています。眼内レンズ縫着術、水晶
体関連疾患の手術、重症角膜潰瘍など入院が
必要な場合の受け入れにも対応しています。


